
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【案内手順の一例】 

 

①出発地（学校等）から同乗 

②到着までの車中での説明 

③見学地（ダム等）での施設説明 

④現場での作業（測量等）を体験 

⑤見学地で働く人々へのインタビュー 

⑥特殊な機械や装置の紹介 

⑦到着地（学校等）での質疑応答 

土木施設や工事現場見学を通した職場体験ができます

を触って土木を体験！ 

測量体験の様子 

【見学・体験の例】 

【説明内容の例】 

①土木の仕事のやりがいや魅力（職業紹介） 
◼ 土木の仕事ってどんなことをするの？  

土木・建設業の仕事を紹介します。 

◼ どんな人たちが仕事をしているの？  

新潟県のほか、民間３協会（新潟県測量設計業協会、新潟県建設業

協会、建設コンサルタンツ協会）との共同での紹介もいたします。 

②災害からくらしを守る 
◼ 県央地域で発生した水害と土砂災害等から、立ち直る取組みを紹介

します。 

◼ 災害のそなえや災害時に命を守る行動を解説します。 

③土木施設の役割 
◼ ダム、道路、堤防など、私たちの暮らしを支え、住みやすいまちに

するための土木施設の歴史や役割を紹介します。 

◼ ドローンによる空撮等、新しい技術を活用したこれからの土木を紹

介します。 

 

★その他、川の環境、ダム、道路、橋、除雪、土砂崩れ、 

雪崩、コンクリート、まちづくり など テーマはご要望に 

応じます。 

「私たちの五十嵐川」と題して行った 

出前講座の様子。 

の様子 

アニメや動画等を使った紹介もできます。 

 

 

 

。 

 

 

新潟県三条地域振興局地域整備部では、小中学校等における総合学習や社会科学習、防災学習といっ

た授業の支援を行っております。ここに記したメニューを参考に、どうぞお気軽にご相談ください。 

施設や機材・機械に直接触って、 

土木を体験！ 

キャリア教育や防災教育のお手伝いをいたします！ 

新潟県三条地域振興局地域整備部 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニューご利用にあたって

講師・費用等 

◼ 講師は新潟県職員です。外部講師に依頼することもあります。 

◼ 地域性や授業の進め方などを踏まえ、使用資料や説明内容、説明スタイル、所要時間を調整します。 

◼ 費用は無料です。 

◼ 現地見学のための移動手段（バス）はご用意願います。 

◼ プロジェクター等の機材はご用意いただけると助かりますが、無い場合はこちらで準備も可能です。 

お問合せ先 

新潟県三条地域振興局地域整備部 計画調整担当 

〒955-0046  三条市興野１丁目１３－４５ TEL：0256-36-2308 FAX：0256-36-2290 

 e-mail：ngt112450@pref.niigata.lg.jp 

学校の希望に沿って柔軟に対応いたしますので 

お気軽にご相談ください。 

大谷ダムは、五十嵐川の洪水を防ぐ役割のほか、三条市・加

茂市・田上町の水道用水を供給するとともに、川の流水を維

持する役割があります。 

資料館や広場でダムの概要を説明 

◼ 大谷ダムふれあい資料館では、建設のあゆみやダムの役割

などを説明します。3D 映像の視聴もできます。 

◼ 時計台広場では、実際にダムを見ながら説明します。 ダム湖を眺めながら、ダムの役割などを解説

します。 

 

学習プログラムの例 大谷ダムの見学 所要時間約 60分のケース 

2026.3 作成 

令和６年 

 

〇土木出張 PR  ：中学校 １校（ 84 名） 

         高 校 １校（ 18 名） 

○出前講座   ：小学校 ３校（176 名） 

○大谷ダム見学 ：小学校 10 校（319 名） 

○下条川ダム見学：小学校  1 校（ 24 名） 

その他 

○除雪実習    ：高  校 1 校（ 34 名） 

○マイ・タイムライン教室※ ：中学校  1 校（ 72 名） 

※マイ・タイムライン教室：令和３年度から始めた小中高校生を対象とした防災行動計画を学習 

 

マイ・タイムライン教室

マイ・タイムラインは、風水害に備えて、前もって自分がと

るべき行動を整理したオリジナルの避難行動計画です。 

災害発生時の「逃げ遅れゼロ」 

◼ 「いつ」「何を準備して」「どのタイミングで」「どこに

逃げるか」をハザードマップも見ながら考えます。 

◼ 全３回の授業でマイ・タイムラインの完成を目指します。 

◼ 時間、回数は事前に学校と相談のうえ決定します。 新潟県ホームページで「マイタイムライン」と検索 

 

令和７年 

 

○出前講座   ：小学校 １校（ 25 名） 

○大谷ダム見学 ：小学校 5 校（131 名） 

                  中学校 1 校（ 32 名） 

○笠堀ダム見学 ：高 校 1 校（  ５名） 

○下条川ダム見学：小学校  1 校（ 24 名） 

その他 

○除雪実習    ：高  校 1 校（ 18 名） 

○マイ・タイムライン教室※ ：小学校  1 校（ 37 名） 

                             中学校  1 校（ 82 名） 


